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平成20年1月（財）住宅保証
機構より発行　監修：国土交
通省住宅局住宅生産課／総合
施策局建設業課・不動産業課
発行のガイドブック「よくわ
かる新法解説ガイド　住宅瑕
疵保証担保履行法」
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待ったなし！10月1日から施行の
住宅瑕疵担保責任保険

平成21年10月１日より、「住宅瑕疵担保責任履行法」が施行され

ます。これは消費者保護を目的とした法律で、新築住宅を造ったり

売ったりした業者は、引き渡し後10年間、瑕疵（かし＝欠陥）が

見つかった時に直せるだけの資力を確保することが定められていま

す。具体的には、瑕疵担保資力として2000万というお金を供託す

ることが求められ、それができない業者は「住宅瑕疵担保責任保

険」への加入が義務づけられます。

木の家ネットのつくり手にとっては、工期中も引き渡し後もお施主

さんとは「顔の見えるおつきあい」なのはあたりまえのこと。ちょ

くちょく訪ねていくこともあれば、まして施工上の不具合を無償で

修繕するのは当然のこと、という感覚です。「わざわざ法律で決め

ることでもないのに・・」と思うのですが、このような保険ができ

るのも、世の中全体が年々、不信感や「何かあっては困る」という

リスク感覚を尖らせていることのあらわれでしょうか。瑕疵もな

く、お施主さんとの関係性がしっかりできていても、瑕疵を犯す業

者の補修費用に充てるために保険料を払わなければならないとは、

おかしなことです。

しかも、この保険の設計施工基準によると、土塗り壁や真壁づくり

といった伝統的な雨仕舞の仕様への評価が低く、土塗り壁などは

「保険料は払わされるのに、保険支払いの対象からは除外される」

という「無責扱い」にされかねないのです。施主さんとの信頼関係

を大事に、瑕疵もクレームも発生しないていねいな仕事をする者は

保険料の払い損。こんなことがあって、よいのでしょうか？

今回の特集では、まず予備知識のない人にもしくみが分かるよ

うに（１）住宅瑕疵担保責任保険がなぜ登場したのか（２）保

険のしくみを解説し、その上で（３）この保険における伝統構

法が現在どう扱われているか（４）そうした現状を打開するた

めにつくり手が起こしたアクションとして、これ木連（これか

らの木造住宅を考える連絡会）が保険法人を呼んでおこなった

勉強会の報告をします。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2019年6月15日

やさしくて強い、
理想の家を求めて:
アイ設計研究室　
大前泰秀さん

2019年5月15日
磨き上げた職人技
で、木を生かす：
西岡建築一級建築
士事務所　西岡健
一さん

2019年4月20日
大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

2019年4月10日
本物の家づくり
を、自由に、楽し
んで：株式会社木
神楽　高橋一浩さ
ん

2019年1月5日
新春特集 2018年の
ベストショット集

2018年12月29日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part3　
大工の声＆今後の
課題編

2018年12月17日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part2　
実録編

2018年12月14日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part1　
概要編

2018年9月4日
番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん

2018年8月15日
鶴岡総会予告 その
１　散るより、生
き延びよ！

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
17件のビュー

冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
14件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
13件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

この記事のタグ

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

同じタグがついた別の記事
2004年2月25日
木の家ネット第三期総会報告

2014年5月1日
新代表 大江忍インタビュー　
これからの「職人がつくる木の
家ネット」

2009年11月27日
「職人がつくる木の家」づくり
を未来につなげるアンケート

2009年10月6日
第三回これ木連フォーラム「伝
統構法はこれからどこへ向かう
のか？」の報告

2004年11月25日
木の家ネット第四期総会報告

関連する記事はこちら

待ったなし！2009年10月より施工の

住宅瑕疵担保責任保険
伝統構法の扱いは？
～2009.5.16これ木連勉強会レポート～

 
Like 0

 
Like 0

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

新代表 大江忍インタビュ
ー　これからの「職人が
つくる木の家ネット」

速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告
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出典：「よくわかる新法解説ガイド　住宅瑕疵担保履行法」p5
（平成20年1月（財）住宅保証機構より発行　監修：国土交通省住宅局住宅生産課／総合施策局建設業課・不動産業課）

住宅瑕疵担保責任保険の全体のイメージ
出典：「よくわかる新法解説ガイド　住宅瑕疵担保履行法」p10
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2000年、10年間の瑕疵担保責任を
義務づける品確法施行

話は2000年にまでさかのぼります。この年「工務店・住宅メーカ

ー・分譲住宅会社などの住宅供給者が、新築住宅の瑕疵保証を10

年間にわたり行うことを義務づける新しい法律（品確法）」が施行

されました。

「瑕疵」とは日常ではあまり使わない言葉ですが、「かし」と読み

ます。「ある物に対し一般的に備わっていて当然の機能が備わって

いないこと。あるべき品質や性能が欠如していること」を指しま

す。たとえば、コップには「水を入れても漏れない」のが、「一般

的に備わっていて当然の機能」として要求されます。それが水を入

れると漏るようにできていたらそのコップには「瑕疵」があること

になりますね。コップだったら「交換」ができますが、家の場合は

そういうわけにはいきませんので、瑕疵のある部分を「補修」する

ことになります。

こうした「瑕疵担保責任」が住宅のつくり手（分譲住宅においては

売り手）にあるのは、いわば当然のことのようですが、このモラル

が守られない場合もあり、それが「欠陥住宅問題」を生んでしまっ

たので、あえて法律として「最低10年間は、つくった住宅の瑕疵

について住まい手に対して責任を負いなさい」と明文化したわけで

す。（ただし、品確法の瑕疵担保責任は住宅のすべての部分にかか

るのではなく、構造躯体と雨水の浸入についてのみです。設備機器

や仕上げ材などはそれまでどおり、民法での扱いとなっています）

品確法では10年間の瑕疵保証の義務づけのほかに、消費者の求め

があれば10~15万円程度で公的機関に住宅の評価をしてもらえる

「性能表示制度」、住宅紛争処理機関として住宅リフォーム・紛争

処理センターの設置も定めています。企業の競争原理のもとで、住

まい手にとっての住宅の質よりも住宅産業の利潤が優先されがちに

なることに歯止めをかけようという国の施策でした。

2005年、構造計算書偽装問題が発覚
瑕疵担保責任が果たされていない現実があらわに

品確法は施行されましたが、住宅を取得した消費者は守られたでし

ょうか？　みなさんの記憶にも新しい「構造計算書偽装問題」で、

消費者が守られないケースがあることが露呈してしまいます。

簡単に経緯をおさらいしてみましょう。2005年11月、ヒューザー

というデベロッパーの分譲したマンションに構造的な欠陥があるこ

とが分かりました。この欠陥はそのマンションを設計した設計士が

構造計算書を偽装していたことにより、本来必要な構造性能をもた

ないマンションが何棟もできてしまったのです。そのため、建て替

えを含む大規模な補修が必要となり、多額の費用がかかることにな

ったのですが、それをデベロッパーの財産ではまかなうことができ

ず、被害者であるマンションを購入した人にその負担がかかること

になってしまいました。

そのマンションの住宅ローンもまだ払い終えていないのに、建替費

用の負担まで背負い込んだ住まい手の姿に、いくら品確法で瑕疵保

証の責任がつくり手や売り手に問われていても、つくり手や売り手

に責任を負うだけの財力がなければ、ツケは住まい手にまわる、と

いうことが印象づけられた事件でした。

国土交通省では、この構造計算書偽装問題事件で浮き彫りにさ

れた問題の再発を防ぐために、2007年の建築確認・検査を厳

格化する主旨の建築基準法改正、建築士法における４号特例の

廃止案（それまで、４号建物といわれる小規模な木造住宅を建

てるにあたり、その構造適合性についての判断は設計士にまか

せるという特例があったのをやめようという案。まだ案止まり

のまま）、罰則の強化など「きっちりするぞ！」対策を多面的

に行いました。

2009年10月、住宅瑕疵担保履行法の施行

つくり手側への姿勢を厳格にする一方、消費者保護の側面も強

めることを国は決めました。「よくわかる新法解説ガイド『瑕

疵担保履行法』」（監修：国土交通省住宅局住宅生産課／総合

政策局建設業課・不動産課　発行：財団法人住宅リフォーム・

紛争処理支援センター）にはこうあります。「住宅品質確保法

により、売り主等に対し、10年間の瑕疵担保責任が義務づけ

られたが、売り主倒産時にこれが履行されず、住宅所有者がき

わめて不安定な状態の置かれた」そこで、「住宅の売り主等の瑕疵

担保責任の履行の実効性を確保するための保険や供託等のしくみを

活用した資力確保措置の義務付け」を行うことにした、と。こうし

た流れにより、国会での審議を経て、2007年5月「特定住宅瑕疵担

保責任の履行確保等に関する法律」が公布されました。

これは、10年間の瑕疵担保責任が履行できる「資力確保」をつく

り手・売り手に義務づけるもので、具体的には、2009年10月1日以

降に引き渡される住宅に関して（１）一定の保証金の供託（一戸の

場合、2000万）または（２）瑕疵担保保険への加入のどちらかを

しなければ、着工できないということになりました。これでようや

く、品確法がめざした「瑕疵担保責任が履行される」道筋が具体的

に確立した！わけです。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2018年3月27日

伝統建築に携わる
すべての職人に光
を

2018年2月7日
「伝統建築工匠の
技：木造建造物を
受け継ぐための伝
統技術」 ユネスコ
無形文化遺産候補
選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
年のベストショッ
ト

2017年12月14日
第17期木の家ネッ
ト総会：倉敷大会 -
民家改修と曳家-

2017年10月14日
気候風土適応住宅
のチラシができま
した！

2017年9月4日
家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ

2017年8月8日
家にお風呂が入る
まで

2017年6月30日
気候風土適応住宅
のススメ

2017年6月3日
掛川総会３

2017年5月31日
掛川総会２

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

この記事のタグ

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

同じタグがついた別の記事
2006年12月26日
木の家ネット第六期総会・三重
大会レポート

2004年2月25日
木の家ネット第三期総会報告

2008年11月28日
第八期木の家ネット総会・小江
戸川越大会のレポート

2016年3月31日
2/16 衆議院第二議員会館 調査
報告会レポート

2005年5月25日
探ってみよう、木の家の「底
力」

関連する記事はこちら

 
Like 0

 
Like 0

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

新代表 大江忍インタビュ
ー　これからの「職人が
つくる木の家ネット」

速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告
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住宅瑕疵担保責任保険のしくみ

新築住宅の売り主または建築を請け負ったつくり手は、その住宅を

買った人または発注した施主に対して、引き渡し後10年間、瑕疵

担保責任を負います。瑕疵が見つかれば、住まい手はつくり手また

は売り手に、補修や補修期間中の仮住まいの費用などを要求できま

す。つくり手または売り手は、供託金を法務局に預けておくか「住

宅瑕疵担保責任保険」に加入するか、補修費用を確保します。

瑕疵が見つかって補修が必要となると、住まい手はつくり手で

ある建設業者に補修等を要求します。建設業者は着工前に瑕疵

担保保険に強制加入し、保険金を保険法人に納めていますの

で、瑕疵が発生した場合には、保険金請求の手続きをすれば補

修費用が保険金として保険法人から建設業者に支払われます。

仮につくり手または売り主が倒産してしまった場合でも、供託

金または保険法人から、その費用は住まい手にきちんと支払われま

す。

出典：「資力確保に関するお知らせチラシ」（平成21年3月　国土交通省　住宅
局　住宅生産課住宅瑕疵担保対策室より、業者向けパンフレットとして発行）
全文はこちらよりダウンロードできます

Q 分離発注の場合は？

A 工務店が元請けとなるのではなく、施主が直接各職と契約する直

営方式の場合、関わる職人のうちひとりが代表して保険に加入す

る。（ただし、建設業登録業者がいない場合、住宅瑕疵担保責任保

険に加入する必要はない）

Q 建設業登録をとってない場合は？

A 住宅瑕疵担保責任保険加入の対象となるのは建設業者、宅建業

者。業者登録していないつくり手は、加入する必要はない。

Q セルフビルドの場合は？

A 加入の必要はない。

住宅について専門知識をもった、国交省大臣が「住宅瑕疵担保責任

保険法人」として指定した保険法人だけが、この「住宅瑕疵担保責

任保険」を運用することができます。現在は次の5社が以下のよう

な「住宅瑕疵担保責任保険」を扱っています。下記をご参照くださ

い。

(株)住宅あんしん保証
あんしん住宅瑕疵保険

(財)住宅保証機構
まもりすまい保険

(株)日本住宅保証検査機
構
JIOわが家の保険

(株)ハウスジーメン
住宅瑕疵担保責任保険

ハウスプラス住宅保証
(株)

保険料はいくら？

保険料はいくらぐらいなのかというと、保険法人によってまち

まちですが、床面積120平米程度の住宅一戸あたり、6万～9万

円台です。保険法人によって、新規加入時に事業者届出料があ

ったりなかったりします。下記の表も、日々変動していくこと

と思いますので、最新の情報については各ホームページであら

ためてご確認ください。この金額を誰が支払うのかというと、

保険法人に支払うのは保険加入者となるつくり手、または売り

手です。しかし、家を建てるために不可欠な費用ということに

なるので、結果的には住まい手が支払う住宅の請負金額や購入

金額に上乗せされることになります。

出典：「資力確保に関するお知らせチラシ」（平成21年3月　国土交通省　住宅
局　住宅生産課住宅瑕疵担保対策室より、業者向けパンフレットとして発行）

保険の場合、保険料は「掛け捨て」となり、瑕疵が発生しなく

ても戻ってくることはありませんが、供託の場合は、10年間

が過ぎれば、供託金は取り戻せます。年間の引き渡し戸数が増

えていくごとに供託金の総額は頭打ちになっていくので、マン

ションデベロッパーや大手住宅メーカーでは供託を選ぶところ

もありそうです。

建設業者の年間施工戸数 １戸当たりの供託金

５戸 560万円

100戸 100万円

１万戸(=住友林業クラス) 4.4万円

3万戸(=積水ハウスクラス) 2.7万

火災保険や地震保険などとのちがい

住宅にかかわる保険というと、瑕疵担保責任保険以外に「火災保

険」「地震保険」などがあります。それらと比較することで、「住

宅瑕疵担保責任保険」の特徴をよりよくご理解いただけると思いま

すので、いくつかのポイントを説明します。

１）加入者は建設業者（つくり手）または宅建業者（売り手）である

加入者となるのは、住まい手のみなさんではなく、建設業者（つく

り手）または宅建業者（売り手）です。木の家ネットでいうと、具

体的には工務店が加入者とります。設計事務所ではない理由として

は、国交省のQ&Aには「紛争となるケースでは、請負業者が訴え

られることが大半だから」とあります。

２）強制加入である

品確法しかなかった頃には、「瑕疵担保責任」は義務づけられ

ていたものの、その履行責任を担保する手だてまでは義務づけ

られていませんでした。そこを義務づけるのが今回の「瑕疵担

保責任履行法」ですので、その住宅に瑕疵があった場合に使う

供託金（１棟の場合2000万を法務局に供託）を預けない限り

は瑕疵担保保険に強制加入となります。「クルマに乗る人は事

故を起こさない人であっても、万一ということがあるので、す

べての人が自賠責保険に加入する。それと同じです」と、国交

省では説明しています。

３）扱うのは、「構造耐力上主要な部分」
「雨水の浸入を防止する部分」である

住宅にはさまざまな要素がありますが、この保険で扱うのは「構造

耐力上主要な部分」および「雨水の浸入を防止する部分」です。

（品確法が対象にしている分野をそのまま引き継いでいるわけで

す）

「構造耐力上主要な部分」とは、「住宅の基礎、基礎ぐい、柱、小

屋組、土台、斜め材（筋交い、方杖、火打材その他これらに類する

もの）、床版、屋根版または横架材（はり、けたその他これらに類

するもの）で、住宅の自重、積載荷重、積雪、風圧、土圧、水圧、

地震その他の震動もしくは衝撃を支えるもの」、「雨水の浸入を防

止する部分」とは、「住宅の屋根もしくは外壁またはこれらの開口

部にもうける戸、わくその他の建具」「雨水を排除するため住宅に

もうける配水管のうち、住宅の屋根、外壁の内部、屋内にある部

分」を指します。

ですから、たとえば「水回りのトラブル」「キッチンでとりつけた

設備に不具合がある」というのは、住宅瑕疵担保責任保険の対象と

はなりません。民法634条～640条「請負人の瑕疵担保責任」の範

囲で扱われます。

4）建物そのもの瑕疵に起因することしかカバーしない

火災で焼けてしまった時にはこの保険が使えないというのは容易に

イメージできるかと思いますが、「シロアリが食った」「台風や暴

風雨で雨漏りした」「地震で傾いた」という場合はどうなると思い

ますか？

正解は「保険金はおりない」です。なぜおりないかというと、この

保険が扱うのは「建物そのものの瑕疵」に限られているからです。

台風や地震、シロアリなどによる建物の損害は、建物そのものだけ

で発生するのではなく「外からのインパクト」があってはじめて発

生するものです。繰り返しになりますが、瑕疵とは「ある物に対し

一般的に備わっていて当然の機能が備わっていないこと。あるべき

品質や性能が欠如していること」です。

前の項でこの保険は主に「建物の構造」「雨水の浸入」という

２点を対象とするということを言いました。地震や台風は「外

部からのインパクト」です。そこまでは住宅瑕疵担保責任保険

はカバーしていません。「ただ立っているのに家が傾いて来

た」とか「普通の雨なのに建物内に水がたまる」という場合は

「当然備わっているべき機能の欠如＝瑕疵」ととらえ、住宅瑕

疵担保責任保険の対象となる、というわけです。なお、どうい

う時には免責（保険金はおりない）となるかは「重要事項説明書」

に書いてあります。(リンク先は住宅保証機構の例です)

また、少し分かりにくいのですが、その建物の性質として「備

わっていなくて当然」な、建物の性質上引き起こされる損害が

発生したら、それについても、「瑕疵ではない」ということ

で、保険金は出ません。これを保険用語では「無責＝保険金を

支払うケースではない」と呼びます。じつはここに土壁や真壁

を採用する伝統構法にかかわる問題が出てくるのですが、これ

はあとのページで詳しく触れます。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2016年12月23日

掛川総会

2016年8月2日
込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記

2016年6月21日
熊本震災レポート
2

2016年6月9日
大工たちによる
「家戻し」の記録

2016年5月21日
熊本震災調査レポ
ート

2016年4月28日
古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌

2016年3月31日
2/16 衆議院第二議
員会館 調査報告会
レポート

2016年1月27日
地域型住宅の省エ
ネルギーを探る ～
2016.1.17 京都フォ
ラム報告

2016年1月14日
第15期 木の家ネッ
ト総会 高知大会 ～
会員発表篇～

2015年11月13日
工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

この記事のタグ

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

同じタグがついた別の記事
2015年3月13日
伝統構法をユネスコ無形文化遺
産に！

2016年4月28日
古川 保の熊本市川尻町 震災日
誌

2009年1月26日
伝統木造設計法構築に向けて、
実物大実験！

2016年1月27日
地域型住宅の省エネルギーを探
る ～2016.1.17 京都フォラム報
告

2010年3月24日
「改正建築基準法再改正にむけ
ての要望アンケート」全回答の
まとめ

関連する記事はこちら

Like 0

 
Like 0

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

新代表 大江忍インタビュ
ー　これからの「職人が
つくる木の家ネット」

速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告
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木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  入会案内  イベントカレンダー  問合せ

地域別つくり手リスト

北海道・東北

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

 関東（東京以外）

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈川県

関東（東京）

東京都

 甲信越・北陸

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

 東海

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

 関西

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

 中国・四国

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

 九州

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  　  　  入会案内  問合せ

(C) 職人がつくる木の家ネット /Shokunin ga Tsukuru KINO-IE net, All rights reserved.

保険契約までのフロー図　出典：「よくわかる新法解説ガイド　住宅瑕疵担保履行法」p14

保険申込時に必要となる「(2)外壁、屋根、バルコニーの防水措置の状況がわかる資料」の参考例（クリックで拡大）
出典：国土交通省、住宅瑕疵担保履行法特設コーナー
「住宅瑕疵担保責任保険申込み時に必要となる設計図書に関する考え方について」のページより

現行の施行設計基準には載っていないA、B（伝統木造）と、設計施工基準にのっとったC（在来工法）
（伝統木造と在来工法の素材の違いに注目！クリックして開く画面で詳しい説明をご覧ください）
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以上、住まい手のみなさん向けに、住宅瑕疵担保責任保険の説

明をしてきました。ここから先は、木の家づくりに関わる私た

ちつくり手から見たこの保険制度について語ります。

つくり手が国土交通省と保険法人とを招
いた
これ木連の瑕疵保証勉強会

住宅瑕疵担保責任保険の義務化が決まって以来、国土交通省主催の

説明会が全国で行われてきました。主催は国、参加対象強制加入者

となる建設業者や宅建業者。内容は、これまでみなさんに読んでき

ていただいたような、保険の必要性やしくみを説くものです。国主

催の説明会と別に、各保険法人が開く説明会や、個々の加入対象者

をまわっての営業活動もさかんなようです。

ところが、2009年5月14日(土)、伝統的な木造住宅をつくる複数の

団体が集まって組織する「これ木連（これからの木造を考える連絡

会）」が、国や保険会社を招いて「住宅瑕疵担保責任保険勉強会」

が開催されました。いわばこれまでとは、主客が逆転した形です。

会場には、定員を超える70名以上のつくり手が押しかけ、保険法

人に事前に投げかけておいた質問事項への回答を聞き、疑問点や要

望を申し入れました。

つくり手が勉強会を開いたのは、なぜでしょうか？ そこでどのよ

うな疑問や要望をぶつけ、どのような回答を得たのでしょうか？

これ木連を構成する団体

職人がつくる木の家ネット
特定非営利活動法人日本民家再生リサイクル協会 
特定非営利活動法人伝統木構造の会 
特定非営利活動法人緑の列島ネットワーク
有限責任中間法人日本曳家協会 
財団法人住宅産業研修財団優良工務店の会

着工前に申込、２回の検査を経て
ようやく保険契約成立

本題に入る前に、保険加入に至るまでの流れを説明します。

保険契約が実際に成立するのは竣工後ですが、保険申込は着工前に

します。強制加入なので、保険申込をしなければ、着工できないわ

けですが、申込には必ず審査があります。申込を受理されなかった

ら、着工できず、大変困ったことになります。しかし、早速このよ

うな事態が起きているのです。

Q 工期がのびて引き渡しが施行日を越えてしまった場合は？

A 後から加入できる救済策を用意する予定。詳しくは国交省の

瑕疵保証窓口や保険法人に相談を。

工事期間中に２度、保険法人による検査が入ります。建築基準

法でも竣工直前の「完了検査」と、自治体によっては「中間検

査」も義務づけられていますが、それとはまた別に、です。１

回目は、基礎の配筋状況を、２回目は屋根が葺き上がった頃、

躯体と防水関係の状況を見るそうで。２回目の検査は基準法で

定められた中間検査と時期が重なります。前ページに載せた各保険

法人の保険料の表のタイトルをよくご覧ください。「保険料（検査

料を含む）」となっているのは、この２回の検査料が含まれるから

です。

２回の検査が通らなければ、保険は成立せず、強制加入の保険

に入れなければその建物自体が法律違反になってしまいます。

では、検査では、何をみるのでしょうか？　検査にパスしない

ということもあり得るのでしょうか？　何が検査時の可否判定

の基準となるのでしょうか？

保険法人の「設計施工基準」と基準法との
ダブルスタンダードに縛られるおそれ

住宅瑕疵担保責任保険の義務化が国会で決まった時、木の家のつく

り手たちは「これは大変なことになった・・」と直感しました。過

去にも似たケースで苦労してきたからです。というのは、今はなき

「住宅金融公庫」（現フラット35）が存在していた頃、建築基準

法はクリアできても、いわゆる「公庫仕様」の条項を満たせなけれ

ば融資を受けられず、融資のためにやむを得ず技術的には納得しに

くい簡易な工法（接合部に接合金物を用いるなどといった）公庫仕

様に合わせて施工するケースが結構あったのです。（公庫仕様の適

用を除外するための３条申請という制度もありましたが、そこまで

することは一般的ではありませんでした）

保険は多くの人から保険料を集め、それぞれの人の「万一の場合」

に保険金を支払うしくみですが、保険法人としては当然、支払う保

険金をできるだけ少なくしたいと考えます。そこで、瑕疵があらか

じめ起きることのないように「こういう風につくってください」と

いう「設計施工基準」を用意し、どういう場合には支払いませんと

いう「免責事項」をもうけて保険対象を限定します。これが基準法

とは別のダブルスタンダードになるのでは？と、つくり手たちは危

惧したわけです。

住宅瑕疵担保責任保険そのものは品確法の頃から任意保険とし

てあったものであり、その既存の設計施工基準や免責事項を引

き継ぐ性格をもつことが予測されました。そしてその設計施工

基準は、伝統的な木の家づくりとはなじまない点が多いので

す。「建築基準法での確認はおりても、保険の申込や検査で引

っかかるのでは？」という懸念をつくり手たちは説明会や保険

の営業マンにぶつけたのですが、明確な回答は得られないま

ま、不安で納得のできない状況におかれつづけました。

新建材を用いた在来工法をベースとした
保険法人の設計施工基準

いったい保険法人の設計施工基準と、伝統的な木の家づくりとは、

どうなじまないのでしょうか？　ここに（財）住宅保証機構の設計

施工基準の目次をあげます。

第２章　木造住宅

第１節　地盤調査及び基礎 第４条　地盤調査等

　 第５条　地盤補強及び地業

第６条　基礎

第２節　雨水の浸入を防止する部分

第７条　屋根の防水

第８条　バルコニーの防水

第９条　外壁の防水

第10条　乾式の外壁仕上げ

第11条　湿式の外壁仕上げ

設計施工基準の全文をPDFとして通読していただけるようにしてお

きますが、文章がかたくて読みづらいという方はこちらの「設計内

容確認シート」をご覧ください。およその要点はこれでつかむこと

ができます。

「下葺き材はアスファルトルーフィングフェルト」「下葺きの

軒先部は防水テープを用い軒先の雨押さえ金物に密着」「バル

コニーには防水材」「通気構法以外の場合は、透湿防水シート

ではなくアスファルトルーフィングフェルトを」「外壁開口部

には防水テープを」などこの設計施工基準がどういう建物を想

定しているのかが、それがどれだけ伝統木造の建物とかけはな

れているかというイメージがよく分かります。

国土交通省発行のちらしに「このくらいの事項を明記して保険

申込をしてください」という説明の参考図としてあがっている建物

の立面図をご覧ください。ごく一般的な、在来工法の建物です。外

壁はサイディングとよばれる新建材で、屋根の軒の出もほとんどあ

りません。

「基礎の立ち上がりは300以上とする」との項目もあります。基準

法そのままの規定なので一般的にはこれでカバーできるですが、

今、伝統的構法の設計法構築において大きな焦点となっている「石

場立て工法」は対象外です。設計施工基準の最後には「べた基礎配

筋表」なるものも添付されています。基礎の検査で使われものと思

われます。保険法人としてはリスクを回避したいから安全寄りの基

準をつくるのでしょうが、建築基準法と比べると「過剰設計なので

は？」と思わざるを得ないような基準です。

設計施工基準はいずれも建築基準法にプラスアルファして「縛りを

増やすもの」となっています。特に防水関係は「もともと基準法で

はカバーしてこなかった分野」ということで、かなり詳細に基準を

定めています。ある程度信頼性のある具体的な仕様を示すことで保

険事故を防止しようという保険法人の意図は理解できますが、基準

法以上に縛りの強い基準をつくられてしまっては、建築の自由度が

せばめられてしまいます。まして伝統木造はそのせばめられた枠の

外にあり、「想定外」の工法とされてしまうのです。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2015年11月9日

第14期 木の家ネッ
ト総会 岐阜・加子
母大会　

2015年9月15日
里山循環大工：池
山琢馬（一峯建築
設計）

2015年7月27日
独立電源＝オフグ
リッドの家

2015年6月13日
どう？ 古民家暮ら
しって？？

2015年5月6日
冬の温熱調査合宿
報告

2015年3月13日
伝統構法をユネス
コ無形文化遺産
に！

2015年1月6日
私はこう書きまし
た！ 木の家ネット
会員が出したパブ
コメ

2015年1月1日
改正省エネ法につ
いてのパブリック
コメントを出そ
う！

2014年12月12日
改正省エネ法で、
土壁はどうなる？

2014年11月26日
無くなっては困
る！刻み用電動工
具：込み栓角ノミ
を復活させるため
のアクション

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

この記事のタグ

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

同じタグがついた別の記事
2016年1月27日
地域型住宅の省エネルギーを探
る ～2016.1.17 京都フォラム報
告

2016年3月31日
2/16 衆議院第二議員会館 調査
報告会レポート

2009年12月25日
速報！アンケートの全回答とま
とめ

2016年4月28日
古川 保の熊本市川尻町 震災日
誌

2008年11月28日
第八期木の家ネット総会・小江
戸川越大会のレポート

関連する記事はこちら

待ったなし！2009年10月より施工の

住宅瑕疵担保責任保険
伝統構法の扱いは？
～2009.5.16これ木連勉強会レポート～

Like 0

 
Like 0

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

新代表 大江忍インタビュ
ー　これからの「職人が
つくる木の家ネット」

速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告
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会員向けページ

事務局
〒711-0906

岡山県倉敷市児島下の町5丁目7-3
児島舎内

mail： jimukyoku@kino-ie.net
tel： 086-486-5464

木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  入会案内  イベントカレンダー  問合せ

地域別つくり手リスト
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木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  　  　  入会案内  問合せ

(C) 職人がつくる木の家ネット /Shokunin ga Tsukuru KINO-IE net, All rights reserved.

国交省住宅局住宅瑕疵担保対
策室では「伝統的構法におけ
る雨仕舞の仕様・工法につい
て」調査をしており、住木セ
ンターを通して実務者に協力
を呼びかけています。１件あ
たり謝礼一万円！ダウンロー
ドして、書いて、送りましょ
う！あなたの声が、伝統木造
の未来を拓きます。書き方の
サンプル(815KB)はこちら。
回答用紙はこちら(188KB)。
送り先、締切等、詳しいこと
はニュース欄でご確認くださ
い。

　

総２階で内外土塗り真壁で１階
の雨がかりが心配かな、という
場合は、１階を板張りにするな
どします。

左は台風の当日。柱と土壁の間から水が浸みている。右は、数日後の様子。すっかり元通りに。　

台風の時の雨水浸入の様子。横
殴りの大雨だと、このように木
と土壁の接面にしみがでること
があります。けれども一週間程
経つと、土壁のしみは乾いてほ
とんど見えなくなり、壁内の木
部もきちんと乾燥します。
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保険に入れない？？

「声をあげずにいれば、保険への加入や検査できっと問題が起き

る」と感じたつくり手たちは、2008年12月頃から、自分たちが実

践する木の家づくりと、保険法人の設計施工基準とがどう折り合わ

ないかを具体的に洗い出す作業を始めました。

年が明けて２月には、2009年10月引き渡し予定の、ある物件が着

工前の保険法人との交渉に入りはじめました。石場建て、土塗り

壁、木製建具使用の伝統構法の住宅です。つくり手と保険法人との

交渉の経過について木の家ネット内のメーリングリストやスカイプ

会議で報告がありましたが、やはり交渉は難航。ある保険法人では

「真壁では引き受けられない」と言われ、別のところでは延々と

「回答待ち」の状態が続きました。

一方、強制加入を推進する国交省では「工法によって保険に入れな

いケースがあってはならない」と保険法人を指導「引き受けない保

険法人があれば、報告してください」と、建築業者のための相談窓

口まで開設しました。このつくり手はこの物件が進まないことを訴

え、保険法人の基準作成担当者が現場にまで見に来ましたが、それ

でもなかなか事態は進展しません。

設計施工基準にないつくり方をする場合：
「３条申請」の実際

保険法人の設計施工基準によらない住宅を建てる場合にどうする

か、設計施工基準の第３条に記載があります。

（本基準により難い事項） 第３条 １　第二章、第三章及び第

四章に定める条項の一部において、当該事項により難い事項が

あり、財団法人住宅保証機構（以下、「機構」という）が本基

準と同等以上と認めた場合は、本基準の該当する条項を適用し

ないことができる。

２ 前項に定めるもののほか、本基準で予想しない建築材料又

は構造方法を用いる住宅について、機構が　保険契約上、引受ける

ことができると認めた場合は、本基準を適用しないことができる。

分かりにくい文章ですが、噛み砕いて説明した「３条確認の解説」

という書類があるので、こちらをご覧ください。

第３条の１は「基準の工法と違っていても、性能は満たすととらえ

る」つまり「基準工法同様、保険金はおりる」というケース（これ

を「適用除外」と言います）、第３条の２は「構法特有の性質とし

て、施工に問題が無くても（雨漏りなどの）不具合が生ずるので、

保険金はおりない（保険会社はその項目について「無責」）」とい

うケースです。「３条確認の解説」では、具体的に「丸太組構法

（＝ログハウスのこと）、伝統的な構法がこれに該当する」と明言

しています。

「適用除外で保険金支払い」か「無責で保険金の対象外」かを保険

法人が判断する手続きは「３条確認」と呼ばれ、次のフローにより

ます。申込者が確認図面などをもって窓口に相談しに行くと、その

内容が保険法人にあがり、そこで第３条の１にあたるか２にあたる

かを判断、その結果を「３条確認書」として窓口を通して保険申込

者におろします。この確認書に「この項目は適用除外、この項目は

無責」となると判断した理由が書かれています。双方が納得したと

ころで、保険申込の手続きへと進みます。

３条確認の仕組み（設計施工基準第３条解説）
出典：財団法人住宅保証機構のサイト内の「設計施工基準」よりリンク

今回の事例でも、かなりの時間を経て保険法人から「３条確認書」

がおりてきました。確認書に構法特有の事象として「基礎の浮き上

がり、水平移動に伴う礎石と柱のずれ」「サッシ下端からの雨水浸

入」「真壁の土壁と柱や梁との間からの浸水」「土壁のひび割れか

らの浸水」が想定される、と指摘してありました。伝統構法の構造

性能、防水性を「低め」に捉える保険法人の認識が浮き彫りとなっ

た評価で、このつくり手は確認書に納得できない部分を指摘し直し

て保険法人に戻しました。

構法特有の事象として指摘された項目が「適用除外」なのか「無

責」なのか。この件の最終的な結論は、いまだに出ていません。保

険契約が成立する竣工時までには保険法人は結論を出すのでしょう

が、保証内容が決まらないまま保険申込が受理されているというの

も、おかしな話です。現場は進んでいるのに、保険法人側が伝統構

法を知らないために答が出ず、先送りという状態が、今も続いてい

ます。

質問書と提案書を作成
それに対する保険法人からの回答

こうしたやりとりの傍らで、5/14の勉強会の下準備として、伝統木

造の家づくりと設計施工基準とがかみあわない部分を表形式の質問

事項にとりまとめ、保険法人になげかける作業が進められました。

勉強会の前日に、保険会社から戻ってきた回答を含め、どうぞ保険

法人に提出した質問書をご覧ください。

回答欄の多くに

「設計施工基準は一般的に多く用いられている工法・材料等を想定

して制定しております。「古来からの技法を一方的に防水性がな

い」と決して決めつけてはおりません。同様の事例については３条

確認で取り扱っております。

一般的に真壁は、その構造上、柱や横架材と壁との取り合い部分に

隙間が生じやすく、採用された工法に伴い通常生じうる雨水の浸入

は事故に該当しないものとしております。瑕疵にあたるかどうかの

判断は、個別、具体的な事象により判断されることになります。

という文章が繰り返されるのが印象的です。

表形式の質問事項と別に、つくり手側からの５項目の提案もあげま

した。要点をかいつまんでいうと、次の通りです。

1. 伝統構法の扱い以前に、設計施工基準の内容整備そのものが不十分。

2. 真壁だと漏水に決まっているから「無責」というのは、単純すぎる。軒の出、庇などで漏水を回避する工夫をすれば、日常的な雨風での漏水は回避できる。台風時も濡れてはまた乾くという繰り返しで、もっている。

3. 真壁を最初から無責とするのであれば、応分の保険料減額があってしかるべき。

4. 施主との信頼関係をもとに、まじめに仕事をし、保険がなくとも不具合には当然対応してきている者が、瑕疵を起こす者のために保険料を払うのは不本意。

5. 住宅の売り買いの場合は強制加入も納得できるが、工事契約の場合は任意でもよいのでは？

当日の進行と主な要点

5/14の勉強会は、質問書、意見書をもとに、第一部は国土交通省住

宅局住宅瑕疵担保対策室の豊嶋太朗氏が、第二部は住宅保証機構技

術管理部長の大澤敏明さんが中心となってお話くださいました。

第一部で国交省の豊嶋さんは「保険法人には伝統構法もどんどん引

き受けるよう指導している」と繰り返し言っておられました。そし

て、伝統構法についての仕様を蓄積するためのアンケート用紙を会

場で配っていました。

会場で配っていた回答例　クリックすると５枚を順に見ていく事ができます。

また、瑕疵は出さなくても倒産、廃業という危険性がないといえな

いので「顔の見える建設業者だから保険加入は任意」とは単純化で

きないと断りながらも「まじめにやっている＝瑕疵の少ない業者」

や「瑕疵のでにくい工法」について、保険料の割引などを考えても

いいはず、現場検査が確認申請の検査と兼ねられるように合理化し

たいなど、積極的な姿勢を示していました。

第二部で住宅保証機構の大澤さんは「皆さんに手間はとらせません

ので、設計施工基準にないことはどんどん３条申請してください」

「３条申請を出していただくことで、われわれも伝統構法を勉強さ

せていただいています」ということをさかんに言っておられまし

た。より詳しいやりとりについては、当日の記録をご覧ください。

問題の焦点となっている真壁づくりを
なぜつくり手は採用するのか

質問書や提案書、保険法人からの回答、そして当日のやりとり。ど

こでもグレーゾーン（適用除外とも無責ともまだ決まっていない）

となるのが「真壁づくり」です。では、真壁づくりを採用するつく

り手はなぜ、そうするのでしょうか？

新建材の家では、外壁に防水性の高い素材を使いますが、木と土壁

の家では素材そのものが水分を含んだり、放出したりする性質をも

っています。これを木や土の「調湿作用」と呼びます。防水という

尺度だけで測れば「自然素材は新建材より劣る」評価になってしま

うかもしれません。しかし、新建材の場合、雨水は確かに表面を流

れ落ちますが、新建材が劣化して中に雨水が浸透すれば、中に入っ

た水分を吐き出すようにできていないため、湿気が内部でこもり、

結露、蒸れ、腐蝕の原因ともなります。

一方で、木や土の調湿作用があるおかげで、湿気がこもる問題がな

いだけでなく、室内の空気はエアコンや24時間換気なしでも、梅

雨にはさらりと、冬にもカラカラになりすぎない状態に保たれま

す。こうした「自然な住み心地」という長所を生かすために、水を

含む＝水の浸透という短所を、さまざまな知恵や工夫でカバーする

のです。具体的には、軒を深くして雨がかからないようにする、２

階建ての１階部分など軒でカバーでしきれないところは下見板張り

にする、土壁の下部に板金で水切りをつけるなど。防水シートを使

う場合でもアスファルト系ではなく、水は通さずに湿気（水蒸気）

は通す「透湿防水シート」を選びます。

このように、建物のつくり、土地の気候や風の方向性などに応じた

施工法を選択することで、雨水の浸入は、通常の雨程度ならきちん

と防ぐことができます。万一、台風で雨水が浸入することがあって

も、台風一過の強い陽射しで、水分は一日で放出されます。「真壁

づくりを望む施主には、台風の時に柱と土壁の間からの雨水浸入の

可能性をあらかじめお話します。台風直後と、台風一過２日後の状

態の写真を並べて見せた上で、真壁を採用するかどうか、本人に判

断してもらいます」と、あるつくり手は言います。しかも「最初の

台風の直後には電話して様子を訊き、雨水の浸入があれば必ず見に

行き、説明」というフォローもしているそうです。「瑕疵保証責

任」というほど大げさなことでなく「つくった家を守る責任がある

のはあたりまえ」という感覚でそうしているのです。

真壁づくりや木製建具は
雨水の浸入がありそうだから「無責」！？

「真壁づくりであっても、雨水の浸入を受けにくいような施工をき

ちんとしていれば、通常の雨での浸水はない」と言うつくり手。

「一般的に真壁は、その構造上、柱や横架材と壁との取り合い部分

に隙間が生じやすく、採用された工法に伴い通常生じうる雨水の浸

入は事故に該当しないものとしております」という見解の保険法

人。両者のとらえ方には、まだまだ開きがあります。

「真壁であっても、台風の時しか雨水の浸入は受けない」としまし

ょう。台風で雨水の浸入があったとしても、もともと台風は「重要

事項説明書」にある「免責」のケースにあたり、工法にかかわらず

保険金は支払われません。「通常の雨では、雨水の浸入はない」の

だから「真壁づくりは無責でしょう」とするのは矛盾するのでは？

というのがつくり手側の主張です。もちろんここでは「きちんとし

た施工」が大前提となります。「きちんとした真壁施工とは？」と

いう最低限のラインを示せれば、それが「瑕疵」を生まないための

設計施工基準となるのでしょうが、保険法人にはそこまでの判断基

準がないために「まとめて無責」と安全側にとってしまうのです。

勉強会で保険法人の見せた姿勢は「伝統構法は、不案内な部分

も多く、想定外の工法扱いとせざるを得ないのが現状。みなさ

んの方からあがってくる申請内容を見ながら、勉強させていた

だきます」というものでした。伝統木造についての情報がない

ために「真壁＝雨水浸入＝無責」と現状では言ってしまってい

るが、本当はどういうつくり方をすれば「通常の雨での雨水の

浸入を防げる」のか（＝瑕疵を防げるのか）ということまで分

かった上で、伝統木造についての基準もつくっていきたい。そのた

めに「みなさんから上がってくる３条申請でまずは情報収集を」と

いうのが、保険法人の今のスタンスのようです。

これで本当に10月から施行するの？

保険法人が「通さないぞ」という強面ではなく「きちんと保険対応

します」という姿勢であることが分かり、ほっとした面もあります

が、一方で「これから勉強するという状態での10月からの本格施

行にはかなりの無理がある」という感触は残りました。

そもそも、日本に古来からある工法が設計施工基準では「想定

外の工法」となってしまうということ自体が、どこかおかし

い。住宅瑕疵担保責任保険がなくても、不具合が発生すれば現

場に飛んでいって直すのがあたりまえと思っているつくり手

や、新建材ほどの防水性の高さがないことは納得して真壁を選

ぶ施主には、何がこの保険制度のメリットといえるのだろ

う…？という気持ちは、ぬぐいきれません。

住宅瑕疵担保責任保険が「なくてはならない」ように言われる

今の時勢に対するつくり手の思い、そもそもつくり手と施主の関係

性は？と、今回のコンテンツに書ききれないことがたくさんありま

す。また機会をあらためて別の形でお送りしたいと思いますので、

どうぞお楽しみに！
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2014年10月15日

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家

2014年8月8日
設計士・林美樹さ
ん(ストゥディオ・
プラナ)：職人がつ
くる木と土壁の家

2014年6月5日
大場江美さん(サス
ティナライフ森の
家)、日影良孝さん
(日影良孝建築アト
リエ)：手のひらに
太陽の家

2014年5月1日
新代表 大江忍イン
タビュー　これか
らの「職人がつく
る木の家ネット」

2014年3月11日
3.11後を生き抜く
コミュニティーの
力　牡鹿半島 福貴
浦より

2014年1月2日
第13期木の家ネッ
ト総会 奈良大会

2013年6月17日
木の家ネット 温熱
環境調査 まずは知
ることから！

2013年1月28日
工務店・星野将史
さん(星野土建)：木
組み土壁のシェア
ハウス「ヨツバロ
ッヂ」入居者募集
中！

2012年11月30日
第12期木の家ネッ
ト総会 栃木大会

2012年6月15日
原発に頼らない家
づくり＆暮らし方

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

この記事のタグ

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

同じタグがついた別の記事
2016年3月31日
2/16 衆議院第二議員会館 調査
報告会レポート

2004年2月25日
木の家ネット第三期総会報告

2015年3月13日
伝統構法をユネスコ無形文化遺
産に！

2016年6月21日
熊本震災レポート 2

2009年1月26日
伝統木造設計法構築に向けて、
実物大実験！

関連する記事はこちら

 
Like 0

 
Like 0

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

新代表 大江忍インタビュ
ー　これからの「職人が
つくる木の家ネット」

速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告
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